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論文内容の要旨
本論文は，溶接によって生じる溶接部の力学的拘束条件の厳しさを弾性，塑性域に限らず統一的に評
価できる指標として拘束ひずみを提案し，乙れを基本とした溶接冷間割れ防止条件の選定法について述
べたものであり，緒論，本文 6 章および総括からなる。
緒論では，本研究の背景，目的および方針を述べている。
1 章では， 2 次元拘束状態にあるスリット溶接継手の拘束度を解析的に精度よく求める計算法を示す
と共に，拘束度の近似計算式を導出している。
2 章では，スリット溶接で生じる拘束応力・ひずみの生成機構を検討し，溶接iζ伴う熱弾塑性現象を
理想化して解析モデ、ルを設定している。乙のモデルを用いて，溶接金属に生じる溶接線直角方向の拘束
応力・ひずみの解析的計算法を展開すると共に，実験を行って計算法の妥当性を確認している。
3 章では，相変態時の機械的性質の温度依存性を理論解析に取入れる方法を考案し，相変態の影響が
顕著である鋼材に生じる拘束応力・ひずみの生成機構を明らかにしている。これらの成果を基本として，
2 章で展開した解析的計算法の計算理論を拡張すると共に，実験を行って計算法の妥当性を確認してい
る。
4 章では，溶接冷間割れ感受性試験片として一般に広く用いられている斜め Y形溶接割れ試験片を取
上げ，乙の試験片の種々の力学的特性を明らかにしている。
5 章では，スリット溶接継手に対し， 2 章および 3 章で展開した解析的計算法を用いて一連の理論解
析を行い，溶接金属に生じる拘束応力・ひずみの一般特性を明らかにしている。結果から，溶接による
力学的拘束条件の厳しさを弾性，塑性域に限らず統一的に評価できる新たな力学的指標として，拘束ひ
つd? ?A斗A
ずみを用いることを提案している己また，拘束ひずみを基準として，現在のところ簡便な力学的指標と
して用いられている拘束度の力学的背景と力学的指標としての実用性を明らかにしている。
6 章では，本研究で新たに提案した力学的指標，すなわち，拘束ひずみを基本として，これまでに行
われた約 600 鋼材に対する溶接冷間割れ実験結果を解析し，その有用性を具体的に示している。そして，
拘束ひずみを基本とした溶接冷間割れ防止条件の選定法を示しているo
総括では，本研究で得られた主要な結果を述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，溶接冷間割れの力学的指標と，乙れを用いた割れ防止条件の選定法に関する研究成果をま
とめたものである。
本研究では， 2 次元拘束状態の基本例としてスリット溶接を取上げ，まず，拘束度の定義を整理し，
拘束度を解析的に精度よく求める計算法を示すと共に，拘束度の近似計算式を導出している。次に，ス
リット溶接継手に生じる拘束応力・ひずみの発生機構を詳細に研究し，それを基本として，拘束応力・
ひずみを解析的に求める計算法を展開すると共に，その有用性を熱弾塑性解析および実験を行って検証
している。乙の解析的計算法を用いて，鋼種，入熱量，予熱温度等が種々変化する場合について一連の
鮪庁を刷、，その結果を分類，体系化し，拘束応力・ひずみの一般特性を明らかにしている。結果として，
現在のところ簡便な力学的指標として用いられている拘束度に代り，塑性ひずみを含む拘束ひずみが溶
接冷間割れに対するより一般的な力学的指標である乙とを示しかっこれを力学的指標として用いること
を提案している。そして，乙れまでに行われた溶接冷間割れ実験結果を解析し，その有用性を具体的に
示している。また，拘束ひずみを基本とした溶接冷閉割れ防止条件の選定法について論じている。一方，
拘束応力・ひずみの分布と大きさを基準として， 2 次元拘束状態に対する拘束度の力学的背景と力学的
指標としての適用範囲を明確にしている 0'
以上のように，本論文は溶接冷間割れの力学的指標を新たに提案し，溶接力学的見地から割れ防止条
件の選定法の精密化と共に統一化しており，溶接工学ならびに溶接設計に貢献すると乙ろが極めて大き
L 、。よづて，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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